
　横浜市神奈川区福祉保健活動拠点

　1　場の提供について
(1)場の提供を通した関係性の構築・利用団体支援

(2)拠点の利用促進に関すること

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間
130 160 110 60% 70% 40%
180 200 230 80% 90% 100%
120 160 60 60% 70% 30%
120 100 10 60% 50% 10%
150 160 130 70% 70% 60%

112 106 122 46% 43% 50%
177 198 212 72% 80% 86%
149 161 46 61% 65% 19%
106 106 16 43% 43% 7%
154 172 130 63% 70% 53%

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間
40 40 10 30% 30% 20%

100 80 30 90% 80% 60%
20 20 10 20% 20% 10%
20 20 10 30% 20% 10%
60 30 10 51% 25% 10%

26 28 6 21% 23% 12%
99 95 44 81% 78% 85%
28 13 3 23% 11% 6%
30 23 2 25% 19% 4%
73 38 4 60% 31% 8%

計画

実績

①福祉保健活動拠点（以下「拠点」という。）利用時や窓口対応等を通じて、利
用団体の活動内容を把握し、団体運営、担い手、活動財源の確保や助成金の紹介
など、課題解決に向けた支援を行います。

②利用調整会議などの機会を活用して、団体のニーズを把握するとともに、地域
支援、サロン活動、こどもの居場所づくりなどに関する情報を提供します。これ
により、利用団体の活動を支援し、相互の連携強化につなげていきます。

③利用団体が情報を共有する場として拠点掲示板を活用し、団体の活動情報を掲
示します。これにより、団体同士が互いの取組を知り、横のつながりを構築でき
るよう支援します。

常日頃、利用団体のニーズに応じた相談に対応しました。
拠点の予約については、予約候補日から規定以上の希望を頂くなど予約の重複が
多数あることで、調整に苦慮することが度々ありました。
２月の拠点団体利用調整会議において、基本的な利用ルールの再確認を行うとと
もに、利用の円滑化を目的として予約初日の予約数ルールの見直しを説明し、３
月より運用開始をしました。
また、拠点掲示板に各団体の活動情報を掲示し、利用団体同士が相互に活動内容
を把握できるような環境づくりを行いました。
これにより、団体間の横のつながりを意識した取組を推進しており、本取組は昨
年度より継続して実施しています。

実績（利用件数） 実績（利用率）
団体交流室

団体交流室

多目的研修室
点字製作室

録音室
対面朗読室

多目的研修室

実績

計画

①より多くの団体に拠点を活用してもらえるよう、ホームページや広報紙、
SNS、各種会議を通じて拠点機能を周知し、利用登録団体の増加と稼働率の向上
に取り組みます。

②利用促進と利便性向上のため、空室情報はシステムを通じて常時リアルタイム
に公開するよう努めます。また、区社協主催の講座でのパンフレット配付に加
え、区社協のInstagramも活用し、幅広く周知に努めます。

③「かながわイキ活プロジェクト」や「Route7プロジェクト」などの施設間連携
事業を通じて、拠点の認知度向上とネットワークの強化を図ります。地域福祉保
健計画や地域の特性・ニーズを踏まえ、お互いの強みを生かした連携の構築に努
めます。

令和6年度に開設した公式インスタグラムを活用し、リアルタイムで情報発信を
実施しました。具体的には、以下の３つを中心に発信しました。
①ボランティア講座開催に伴う参加者募集
②ボランティア募集情報
③実際にコーディネートしたボランティア事例の紹介
空室情報については常時最新の情報を公開し、利用促進に努めました。さらに、
区社協開催の講座等においてもリーフレットやチラシを配布して拠点の周知を積
極的に行いました。

土日祝

実績（利用件数） 実績（利用率）

多目的研修室
点字製作室

録音室

令和７年度　福祉保健活動拠点事業計画書・報告書

平日

団体交流室
多目的研修室
点字製作室

録音室
対面朗読室

目標（利用件数） 目標（利用率）

団体交流室

点字製作室
録音室

対面朗読室

対面朗読室

目標（利用件数） 目標（利用率）

施設名

事業計画・実
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(3)拠点のサービスの向上に関すること

(4)利用調整会議等の開催

　２　ボランティア業務
(1)ボランティアに関する情報収集、分析、計画立案

今年度も11月に窓口満足度調査（アンケート）を実施しました。回答結果は概ね
好意的であり、利用者から不満の意見は一件もありませんでした。特に、職員の
対応については「親切に対応していただいている」とのご意見が多数寄せられま
した。また、市社協開催の「接遇研修」に職員が参加し、伝達研修を実施する等
して接遇の質向上に努めました。
さらに、ホームページ、配架コーナー、掲示物については、常に定期的な見直し
を行い、最新の情報を発信できるよう努めました。

計画

昨年度開催実績
1回

25団体 32団体
昨年度参加団体数

計画

実績

①ボランティアセンターは、区社協事業と密接に連携し、窓口・電話相談に加
え、地域の会議等を通じて継続的な情報収集に努めます。

②地区ボランティアセンターについては、区社協地区担当や地域ケアプラザ等と
連携し、相談対応や資金助成の相談、活動支援に取り組みます。必要に応じて、
民児協など地域の会議で情報提供を行います。

③ボランティアセンターでは、個別ニーズに応じて区役所や地域ケアプラザ等と
情報共有を行い、地域支援につなげます。移動情報センターと連携し、地域から
寄せられる多様な移動支援ニーズへの対応や、ボランティアの募集・育成にも取
り組みます。

ボランティアセンターでは、移動情報センターと連携し、情報共有を行いながら
各種相談に対応し、情報収集に努めました。
また、地区ボランティアについては、本会地区担当と地区支援会議等を通じて情
報共有を実施しました。
担い手の募集については、Café Pegasus、羽沢国大駅前のYNUBASEHAZAWA（横浜
国大地域連携拠点）など、計３回開催しました。これにより、身近な地域でのボ
ランティア活動人材の募集を実現しました。こうした取組は、地域の多様な場で
人と人がつながり、支え合う仕組みづくりを進めるものであり、地域福祉の推進
に向けた一歩となりました。

実績

①利用調整会議を年１回以上開催し、拠点利用に関する課題共有や情報発信、団
体間の相互理解と横のつながりの構築を促進します。また、会議を通じて利用
ルールを改めて周知し、団体が気持ちよく拠点を利用できる環境づくりに努めま
す。

②こども支援やサロン活動、見守り活動、災害ボランティアセンターなどの地域
内の取り組みについて、関係会議や広報紙、ホームページ、Instagram、掲示板
等を活用し、タイムリーかつ幅広く紹介することで、地域の多様な活動につなげ
ます

２月の利用調整会議において、予約及びキャンセルに関するルールを改めて提示
しました。これにより、各団体が公平に予約できる仕組みを整備し、今後の運用
改善を目的とした協議を行いました。
各地域のこども支援やサロンの取組については各種会議、本会公式インスタグラ
ムでリアルタイムに発信しました。

今年度開催実績
1回

計画

実績

①日常の窓口対応、ご意見箱の設置、年１回の窓口満足度調査等を生かして、利
用者の声を取り入れながら、環境整備を進めます。

②職員の対応について、常に利用者の立場に立ち、心地よく利用できる対応を心
がけるとともに、迅速・丁寧な対応に努めます。

③市社協等が開催する「接遇研修」へ積極的に参加するとともに、毎年伝達研修
を実施することによって職員全員に共有を図り、接遇の質向上に努めます。

④ホームページや館内掲示及び配架用ラック等を活用し、常時、必要な情報が届
くようにします。あわせて、必要な情報が得られるよう、定期的なホームページ
更新に努めます。

今年度参加団体数
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(2)ボランティアに関する広報、情報提供

(3)ボランティアに関する相談、紹介

新規
累計
新規
累計

新規
累計
新規
累計

計画

実績

①区ボランティアセンターでは多様化するニーズへの相談に、区社協事業（あん
しんセンター、移動情報センター、各地区担当職員等）や区担当関係機関等と連
携ししながら適切に対応します。また、地域の困りごとを地域で把握・解決でき
るよう、民生委員や地区社協、自治会の方、地区ボランティアセンターと連携し
ながら対応します。

②ボランティアセンターの相談受付等の管理システムを更新し、相談内容の経過
記録や関係機関との調整に活用します。地区ごとの相談傾向の確認・分析を通じ
て、相談受付体制の充実や効果的なボランティア講座の企画・実施につなげま
す。必要に応じて、地域ケアプラザや地区ボランティアセンター等の関係機関と
情報を共有します。

昨年度から、クラウド上で事業情報を一元管理できる仕組みを導入し、職員間で
リアルタイムに共有できるようにしました。これにより、相談内容の経過記録、
進捗や講座情報、ボランティア募集状況などを迅速に確認でき、連携の効率化と
情報の正確性が向上しました。ボランティアセンターのみならず、各地区担当職
員との情報共有を行いました。また月１回の職員間で実施している地区支援会議
でも情報を共有し、連携しながら対応できました。

今年度は、移動情報センターとボランティアセンターの合同情報誌として「ボラ
ンティアだより」を６月に発行しました。
内容としては、両センターの紹介（活動までの流れや相談の流れ）、実際のボラ
ンティア活動の写真やボランティアの声、募集中のボランティア情報、講座案内
を掲載しました。この取組により、センターの役割や活動内容を広く周知でき、
ボランティア参加への関心を高める効果がありました。今後は、情報発信の頻度
や内容の充実を図り、さらなる担い手の拡大につなげていきます。
各種地域会議や公式インスタグラムを活用し、リアルタイムで講座開催案内やボ
ランティア情報を発信することができました。特にインスタグラムの投稿には多
くの「いいね」が寄せられ、幅広い世代への周知に一定の効果があったと評価し
ています。SNSを通じた情報発信は、迅速性と拡散力に優れており、今後も継続
的な活用により、さらなる参加促進を目指します。

実績

計画

①広報紙「はばたき」（年２回）、移動情報センターとの合同紙「ボランティア
だより」（年１回）区社協広報紙等やホームページなどを通して、登録ボラン
ティアや利用団体へ活動に関する情報や新規ニーズ・担い手発掘の新たな情報を
定期的に発信します。あわせて、区役所や地域ケアプラザ等関係機関へ配布し、
広く周知を図ります。また、地区社協会長・事務局会議をはじめ、関係会議等で
も幅広く配布します。

②各種定例会や地域の集まり（サロン・食事会等）を活用し、講座開催案内やボ
ランティア依頼などの情報を提供します。また、ホームページやInstagramで
も、ボランティア情報を随時発信し、幅広い世代への周知を図ります。

927調整数

登録人数（目標）

登録人数（実績）

相談件数
依頼件数
紹介人数
調整数

相談件数
依頼件数
紹介人数

178
25
68
217
94
98

個人

団体

個人

団体

35

7

600
200
150
700
51
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(4)ボランティアに関する育成・支援・講座開催

　３　他の関連組織とのネットワーク
(1)関連組織及び地域との連携

計画

実績

①相談・依頼内容に応じて地区ボランティアセンターへつなぎ、区ボランティア
センターと各地区ボランティアセンター、地域ケアプラザとの連携を図ります。

②各地域包括支援センターのカンファレンスや地域活動交流コーディネーター・
生活支援コーディネーターの各連絡会にて、個別ニーズや地域課題把握に努め、
区域・地区域のニーズをつなげた事業展開を図ります。

③区作業所連絡会・自立支援協議会に引き続き参加して意見交換や情報共有をし
ます。

④「かながわイキ活プロジェクト」や「Route7プロジェクト」などの施設間連携
事業に参画し、拠点の認知度向上とネットワークの強化を図ります。

⑤広報紙、ホームページ、Instagram（SNS）を活用し、学生をはじめとした若い
世代に加え、幅広い世代に向けてボランティアセンターの情報発信と周知に取り
組みます。

⑥区民活動支援センターとの連絡会に継続して参加し、相談状況や登録状況等に
ついて情報交換を行います。また、かなーちぇや多文化共生ラウンジとも随時連
携し、地域の多様な活動とのつながりを図ります。

区内地域ケアプラザと連携を図りました。また、包括支援センターのケースカン
ファレンスに職員が参加し、個別ニーズの情報共有や地域資源の活用による課題
解決につなげています。
区作業所連絡会には引き続き参加し、意見交換や情報共有を実施しました。さら
に、自立支援協議会では事務局として担当者会議や運営、各部会・分科会に参画
しました。
施設間連携では、「かな活実行委員会（旧宿場まつり）」や「Route7プロジェク
ト」に参加し、現在かな活プロジェクトでは次年度に向けた新しい事業について
協議を進めています。
また、羽沢国大駅前の商業施設内に開設された横浜国立大学サテライトキャンパ
ス（YNU BASE HAZAWA）をボランティア講座の開催場所として活用し、地域の垣
根を越えた担い手づくりに取り組みました。
これらの活動を通じて、地域資源の連携を強化し、課題解決に向けた協働を進め
ることができました。

実績

計画

①ボランティアを始めたい方を対象に、移動情報センターと合同でボランティア
入門講座及び障害啓発講座を開催します。今年度は、はーと友神奈川以外での出
張講座も予定しており、プログラムの内容や開催場所を随時見直しながら、より
効果的な講座運営に努めます。これらの講座を通じて、地域における障害理解の
促進と、障害児者に関わるボランティアの育成・担い手確保を図ります。
②登録ボランティアを対象に、スキルアップのための勉強会と情報交換等を目的
とした交流会を年1回開催します。

今年度は、ボランティア入門講座をカフェペガサス及び羽沢国大駅前の
YNUBASEHAZAWA（横浜国大地域連携拠点）等を会場に、計3回開催しました。講座
では、ボランティア初心者にも分かりやすい内容を心がけ、ボランティアセン
ターの役割やボランティア活動の心構え、現在募集中の活動について説明した
後、参加者との懇談を行いました。これにより、地域の多様な場で担い手の裾野
を広げる取組を実現し、地域福祉の推進に成果が得られたと評価しています。ま
た、登録ボランティアを対象にフォローアップ講座として「視覚障害理解講座」
を横浜市立盲特別支援学校の協力により実施しました。講座では、視覚障害に関
する基礎知識や支援のポイントを学び、実際の体験を通じて理解を深める機会を
提供しました。この取組により、ボランティア活動に必要な専門性と配慮の意識
を高めることができました。
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(2)地域の福祉保健課題への理解と協力

　４　その他
(1)職員体制、育成

実績

①既存のボランティアグループや関係機関と連携し、身近な地域でのボランティ
ア発掘、担い手育成に取り組みます。

②地域包括支援センターのカンファレンスに参加し、個別ニーズや地域課題の把
握に努めます。また生活支援活動団体との情報共有や活動支援を通じて、個別世
帯の困りごとへの対応を図り、地区のニーズをつなげた事業展開に取り組みま
す。

③区ボランティアセンターで対応した事例について、神奈川区地域福祉保健計画
及び各地区別計画の推進につながるよう、地域別推進チーム等の機会により区役
所や地域ケアプラザ等関係機関と情報共有を図ります。

身近な地域でのボランティア活動ができるよう、本会第６種会員であるボラン
ティア団体に対し、ボランティア受け入れ調査アンケートを実施しました。次年
度以降に向けて、ボランティアの受け入れが可能とアンケート回答した団体を対
象に、ボランティア希望者とのマッチング・コーディネートがスムーズに行える
よう体制整備に取り組みました。

区ボランティアセンターに寄せられた相談については、区社会福祉協議会内での
対応にとどまらず、地域ケアプラザや福祉施設等と情報を共有・連携しながら、
必要に応じた対応を行いました。
また、企業からのボランティア活動や地域貢献に関する相談もあり、地区社会福
祉協議会、自治会・町内会、地域活動団体等と連絡調整を行いながら、コーディ
ネートにつなげました。

計画

実績

＜職員体制＞
常勤職員１名、非常勤職員６名

＜育成＞
横浜市社会福祉協議会の人材育成計画に基づき、人事考課制度を全常勤職員に対
して実施しています。
研修については、年間研修計画に基づき実施される各種内部研修をはじめ、業務
に必要な外部研修に積極的に参加します。
あわせて、非常勤職員に対しては、接遇研修等を通じて接遇・マナー向上に努め
るとともに、必要に応じて内部研修を実施します。
また、研修に参加した職員は伝達研修を行い、職員間での共有を図ります。

上記事業計画通りに実施しました。

計画
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５　施設の適正な管理・運営について
ア 施設の維持管理について

＜開館時間＞

＜建物・設備の保守点検、小破修繕＞

＜清掃業務について＞

＜警備業務について＞
閉館時の不法侵入や火災等の災害に備え、警備業務用機器の作動開始から
作動解除まで実施します。
（平日・土曜の午後９時～翌日８時45分、日曜・祝日の午後５時～翌開館
日８時45分、年末年始は終日）

平日・土曜　午前９時から午後９時まで
日曜・祝日　午前９時から午後５時まで
※年末年始（12月29日から１月３日）を除く。

日常清掃　内容：トイレ、廊下等の清掃
　　　　　回数：週３回程度
定期清掃　内容：床清掃等全館の清掃
　　　　　回数：月１回

施設を快適・安全に利用いただくため、「施設管理者点検マニュアル」
「施設保全の手引き」等に基づき、施設の点検・確認を行います。また、
消防設備など法定点検が必要な設備・専門家による点検が必要な機器等に
ついては、業者に委託し点検・保守を行います。点検・保守により不具合
が発見された場合は速やかに区役所へ報告し対応を協議のうえ、修繕を実
施しました。
＜建物・設備の保守点検＞
エレベータ点検　内容：エレベータ（１台）の点検保守
　　　　　　　　回数：月１回
自動ドア点検　　内容：自動ドア（６台）の点検保守
　　　　　　　　回数：年４回
シャッター点検　内容：電動シャッター（４か所）の点検保守
　　　　　　　　回数：年２回
消防設備点検　　内容：各種消防設備の点検保守
　　　　　　　　回数：年２回
自家発電設備点検　内容：自家発電設備の点検保守
　　　　　　　　　回数：年１回
空調機器点検  　内容：空調機器の点検保守
　　　　　　　　回数：年２回
冷温水発生機点検　内容：冷温水発生機の点検保守
　　　　　　　　　回数：年２回
冷却塔巡視点検　内容：冷却塔の物理的、科学的洗浄
　　　　　　　　回数：年６回
レジオネラ属菌検査　回数：年２回
設備総合巡視点検　内容：各種機器の巡視点検等
　　　　　　　　　回数：月１回
自家用電気工作物点検　内容：高圧変電設備の遠隔等保守点検
　　　　　　　　　回数：年６回
受水槽清掃・点検　内容：受水槽の清掃・点検
　　　　　　　　　回数：年１回
機械式駐車設備点検　内容：機械式立体駐車場の点検保守
　　　　　　　　　　回数：年６回
植栽管理　内容：外周部等植栽管理
　　　　　回数：年１回

今年度後半より、防犯カメラシステムを活用した警備体制の整備を行いま
した。
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イ 苦情受付体制について

ウ 緊急時（災害・事件・事故等）の体制及び対応について

エ 個人情報保護の体制及び取組について

＜苦情受付体制・方法＞
　「本会苦情解決規則」、「苦情相談対応マニュアル(市社協発行)」に基づき、苦情
解決責任者(事務局長)並びに苦情受付担当者を置き、苦情の改善・解決を行う体制を
整えています。

＜苦情への対応手順＞
苦情があった場合には、次の流れで解決、対応を図ります。また、必要に応じて、市
社協に設置されている苦情解決調整委員等と連携し、改善・解決にあたります。
(苦情の受付)→苦情受付担当者→苦情解決責任者（事務局長）→苦情解決推進チーム
→苦情解決調整委員（第三者委員）

＜苦情解決の仕組みに対する市民への周知方法＞
「苦情解決制度のごあんない」（苦情窓口のご案内）を施設内に掲示し、市民・利用
者等に周知します。そのほか、横浜市福祉調整委員会、運営適正化委員会（神奈川県
社協）等にも苦情申し出の窓口がある旨、周知を行いました。

＜連絡体制、マニュアルの整備状況等＞
本会業務継続計画、危機管理マニュアル、消防計画において緊急の事態が起こらない
ように、また、起こった場合の対応方法について定めています。緊急時には、管理運
営責任者への連絡を行い、管理職不在時の代行者も危機管理マニュアルの中に定めて
います。
あわせて職員連絡網を整備し、緊急時に備えています。

＜職員の役割分担＞
火災の際には、消防計画に基づき防火管理者指揮の下、通信連絡班、初期消火班、避
難誘導班、応急救護班とそれぞれ役割を分担し対応します。
事件の際には、危機管理マニュアルに基づき被害拡大防止、けが人救助、警察への連
絡を優先し、対応します。
大規模災害時には、業務継続計画に基づき、施設の安全点検を行うとともに、災害ボ
ランティアセンター開設に向け、施設設備の点検や必要な機器の準備等を行い、災害
ボランティアセンターの開設決定に備えます。

＜地域や関係機関との連携体制＞
年２回はーと友神奈川全館で各施設連携の下に全体防災訓練を神奈川消防署指導によ
り実施します。避難誘導、非常放送、初期消火訓練、避難はしご操作、設備機器復旧
訓練等を実施します。重ねて防災関連の研修(AED操作訓練等)も各施設と連携して実施
しました。

<事故防止の取組>
日常的に館内の避難経路や非常灯点灯、危険物の有無等を職員が確認し、緊急時に事
故のないよう整えます。加えて、防犯並びに事故防止の観点から、閉館時には、２階
福祉保健活動拠点入口にある引き戸を施錠しました。

<マニュアルの整備状況>
「本会の保有する個人情報の保護に関する規程」に適正な取扱いに関する必要事項を
定めています。また、市社協が発行した「個人情報取り扱いマニュアル(基礎編)」を
活用し、適正な運営を図りました。

<マイナンバーへの対応>
「本会の保有する個人情報の保護に関する規程」「本会の保有する特定個人情報取扱
要綱」に適正な取り扱いに関する必要事項を定めています。また、市社協が発行した
「個人情報取り扱いマニュアル(基礎編)」を活用し、適正な運営を図りました。

<職員への周知>
市社協が実施する「個人情報保護研修」を職員全員が受講する研修と位置づけ、個人
情報の適正な取り扱いについて、職員に周知を図りました。

<日常の取組>
取得した個人情報は適切に管理し、不要となった場合は必ずシュレッダーで裁断して
廃棄するなど適正に取り扱います。個人情報を取り扱うパソコンについても適正な取
り扱います。
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オ 環境への配慮及び取組
＜ごみの発生抑制に関する取り組み＞
「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」に基づき、ごみの発生抑制を行うとともに、利用団体にご
理解ご協力いただき「各室にはごみ箱を置かず、ごみを出さない」という意識を醸成
しました。

＜再利用・再使用・リサイクルに関する取組＞
裏紙使用・再生紙使用、両面利用を徹底し、発生抑制に努めます。
また、横浜市のルート回収に参画しごみ分別を行い、ごみの減量化・資源化を進めま
した。

＜温室効果ガスの排出抑制に関する取り組み＞
　温室効果ガスの排出量を軽減するため、館内の冷暖房設定温度を掲示し、併せて省
エネ対策として館内共有部分や室内の照明を減らす、待機電力を減らすなど節電を実
施し、利用団体へも周知を進めました。

8/8



（指定管理者が記⼊する様式）

収入の部 （税込、単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

19,525,603 5,148,710 24,674,313 25,276,313 △ 602,000 横浜市より
0 0

425,000 0 425,000 411,772 13,228
345,000 345,000 301,512 43,488 コピーリソグラフ使用料

0 0 0
80,000 80,000 110,260 △ 30,260 シニアクラブ光熱水費負担

450,000 450,000 0 450,000 市社協補助金

20,400,603 5,148,710 25,549,313 25,688,085 △ 138,772

支出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

10,519,000 0 10,519,000 11,828,047 △ 1,309,047 法人本部経費を含まない

9,445,000 9,445,000 9,991,416 △ 546,416
974,000 974,000 1,072,781 △ 98,781
100,000 100,000 463,850 △ 363,850

0 0

0 0

0 300,000 △ 300,000

1,634,052 0 1,634,052 1,089,917 544,135 法人本部経費を含まない

20,000 20,000 20,000

284,052 284,052 492,161 △ 208,109 リソインク、オルフィスインク他

14,000 14,000 0 14,000 お茶代、会議通訳諸謝金他

87,000 87,000 0 87,000

256,000 256,000 45,628 210,372 郵便、電話代他

0 0 0 32,000 △ 32,000

⾃販機目的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 32,000 △ 32,000 各種システム経費

200,000 200,000 44,000 156,000 点字ソフト

0 0 0

10,000 10,000 6,930 3,070

10,000 10,000 0 10,000 研修参加費他

35,000 35,000 35,542 △ 542 振込手数料、払込手数料

378,000 378,000 357,456 20,544 コピー、リソグラフ、電話機、AED等

0 0

0 0

340,000 340,000 76,200 263,800 文書廃棄、蛍光灯廃棄

590,000 0 590,000 348,261 241,739 法人本部経費を含まない

590,000 590,000 348,261 241,739 ボラセン事業
7,131,551 4,537,710 11,669,261 11,690,729 △ 21,468 法人本部経費を含まない

4,007,551 4,007,551 4,324,083 △ 316,532

630,000 628,000 583,420 44,580
日常清掃、定期清掃、受水槽清掃、排水溝清
掃

300,000 4,537,710 4,837,710 4,837,710 0 小破修繕、LED工事

145,000 145,000 188,086 △ 43,086

1,559,000 0 1,559,000 1,757,430 △ 198,430
空調衛生設備保守 435,000 435,000 433,438 1,562 冷温水発生機点検、空調機器点検

消防設備保守 173,000 173,000 172,656 344
電気設備保守 101,000 101,000 100,367 633
害虫駆除清掃保守 0 0 0 0
駐⾞場設備保全費 150,000 150,000 147,800 2,200 立体駐車場装置保守

その他保全費 700,000 700,000 903,169 △ 203,169 自動ドア、総合設備点検、複合機保守、エレ
ベーター、シャッター、植栽管理、ゴミルート等

450,000 450,000 450,000
40,000 40,000 40,000

526,000 0 526,000 400,000 126,000 法人本部経費を含まない

300,000 300,000 300,000 0 租税公課

226,000 226,000 226,000

0 0

0 0

0 0

20,400,603 4,537,710 24,938,313 25,356,954 △ 418,641

0 611,000 611,000 331,131 279,869

0 0 0 0 0

590,000 0 590,000 348,261 241,739

△ 590,000 0 △ 590,000 △ 348,261 △ 241,739

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への
支出0 0 0 0 0

※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

科目

収入合計

科目

人件費

退職給付引当⾦繰⼊額

その他

指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和7年度 横浜市神奈川区福祉保健活動拠点 収支予算書及び報告書

修繕費
機械警備費
設備保全費

その他

⼿数料

職員等研修費

リース料

その他

図書購⼊費

管理費

振込⼿数料

地域協⼒費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

事業費

施設賠償責任保険

印刷製本費
通信費

給与・賃⾦
社会保険料
通勤⼿当
健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦

支出合計
差引

事務費
旅費
消耗品費

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）

会議賄い費

光熱水費
清掃費

その他

共益費

管理許可・目的外使⽤許可に関わる収⽀

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出

管理許可・目的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・目的外使⽤許可に関わる⽀出

⾃主事業 収⽀

事業所税
公租公課

その他
印紙税
消費税


